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秀彦1、勢原 JIlJ(l、金子文成i、木域紛博2
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歩行中に徐々に移動速度を上げていくと、あるところ
を墳にそれ以上移動迷度を上げることができなくなる
が、このとき走行に移行するとさらに速く移動するこ
とができる。本研究では、特に限後続!の筋収縮特牲に
潜在して移行総界速度 (maxVw)が生じる源問を明
らかにするとともに、走行へと殺移した後、どのよう
に筋収縮特性の制約姿!遣を!詰滋しているか検討した。
11名の成人!11性被験者にトレッドミル上でのまを迷ベル
ト速度 (50、郎、 125、200、240m!分)での歩行、走
行を5分間行わせた (200、240m!分の場合には走行の
み)。また、ベルト迷j支を5分間に30m!分から300m!分
へと徐々に加速しながら、可認な銀り歩行を継続させ、
被験者が継続fij難と判断した時点で定行に移行させた。
このとき、被験者の身体部伎の動きを計j揺し、間後締
を対象に運動学的変援や下絞3関節のモーメント等を
求めるとともに、 9筋群からなる下絞の筋拍手号格モデ
ルを適1おして単位断簡穣あたりの筋収縮カ(MCF)、
務収総迷[l(MCV)を算出した。歩行速度を徐々に上
げmaxVw符点で歩行から走行に移行したときの、移
行道脅すと移行進後のMCF、MCV(いずれも綾大校総
力出現持点)を免ると、 MCFはいずれの筋でも変化
しないかまたは増加していた。 MCVについては、間
後鱗JH島脅筋のみ移行後に宥窓 (p<0.01)に減少した。
このことから、閥復3者i勝管絡の収縮特設が限界に達し、
歩行後界速度が決まると考えられt.:.c一方、歩行速度
を徐々によげm以 Vw時点、で歩行から遊行に移行した
とき、移行の遂前、夜後で比較すると、ffi]復時間、間
複勝股関節i塞欝J範態は走行でより大きかった。すなわ
ち定行に移行しても閥復郊の絞綴錦平均'1速度は変
わらず、よって走行時の鯵背筋の@後期平均~文総迷
変も歩行持のそれと獲がないと考えられる。しかし、
除以Vwfす近の歩行では鱗脅筋最大収縮カ出現時点で
ほぼ綾大の投開館角速度が現れるのに対し、走行では
長脅筋殻大1文部Sカ出現時点の角速度は非常に小さかっ
たむまた、設関節綾大角速度出現時点での筋収織力は
歩行において顕著に，Ij、さかった。これらのことから、
@後腕鱗骨筋が歩行速度税約の原怒であると考えられ
た。さらに、多行から走行への議移によって殺総務の
欝jきのタイミングを変更し、務骨筋における最大紋織
力ti1竣待点、での務~総速度を激減させることによって、
より卒い移動漆皮においても筋紋織特性緩界の絞街内
で適切な収縮動態を保っていると考えられた。
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